












































































































































































































① システム科学技術学部 （単位：人） 平成27年11月17日現在
年度 １年次生 履修率％ ２年次生 ３年次生 ４年次生 履修率％ 備考
H22 31 11.9 23 18 18 7.8
H23 24 9.7 16 15 14 6.2
H24 16 6.4 15 15 13 － 現４年次生
H25 45 18.7 17 14 － － 現３年次生
H26 37 15.1 27 － － － 現２年次生
H27 23 9.5 － － － － 現１年次生
平均 29.3 11.9 19.6 15.5 15.0 7.0
② 生物資源科学部 （単位：人）
年度 １年次生 履修率％ ２年次生 ３年次生 ４年次生 履修率％ 備考
H22 36 22.4 23 18 18 12.0
H23 32 19.4 28 21 18 11.5
H24 48 31.0 46 20 17 － 現４年次生
H25 33 20.8 27 24 － － 現３年次生
H26 27 17.3 27 － － － 現２年次生
H27 34 20.9 － － － － 現１年次生




































Ｈ11 255 226 10 4.4 6 8 120 116 23 19.8 22 14
Ｈ12 242 218 15 6.9 7 13 112 109 10 9.2 9 4
Ｈ13 243 222 9 4.1 8 2 116 106 5 4.7 5 2
Ｈ14 242 211 15 7.1 11 11 118 119 16 13.4 15 3
Ｈ15 241 211 13 6.2 2 13 119 117 11 9.4 11 6
Ｈ16 245 219 6 2.7 5 5 118 114 21 18.4 20 10
Ｈ17 239 219 12 5.5 11 12 116 110 16 14.5 15 6
Ｈ18 260 233 10 4.3 6 7 157 150 24 16.0 20 9
Ｈ19 246 228 5 2.2 4 5 162 154 19 12.3 17 6
Ｈ20 249 233 9 3.9 8 5 161 153 18 11.8 16 10
Ｈ21 255 236 12 5.1 9 8 161 151 17 11.3 7 11
Ｈ22 261 231 18 7.8 14 10 161 150 18 12.0 12 9
Ｈ23 248 225 14 6.2 7 13 165 157 18 11.5 16 5
Ｈ24 251 － － － － － 155 － － － － －
Ｈ25 241 － － － － － 159 － － － － －
Ｈ26 245 － － － － － 156 － － － － －
Ｈ27 242 － － － － － 163 － － － － －
合計 4,205 2,912 148 5.1 98 112 2,419 1706 216 12.7 185 95























































教員免許状取得者数 教員就職者数 教員免許状取得者数 教員就職者数
実人数 理科 工業 教諭 講師 実人数 理科 農業 教諭 講師
Ｈ14 10 6 8 23 22 14 2 33 2
Ｈ15 15 7 13 1 10 9 4 25 1
Ｈ16 9 8 2 5 5 2 14 0
Ｈ17 15 11 11 16 15 3 31 0
Ｈ18 13 2 13 11 11 6 24 0
Ｈ19 6 5 5 21 20 10 2 1 27 3
Ｈ20 12 11 12 16 15 6 1 28 1
Ｈ21 10 6 7 1 1 24 20 9 3 34 5
Ｈ22 5 4 5 19 17 6 1 24 1
Ｈ23 9 8 5 1 1 18 16 10 1 27 3
Ｈ24 12 9 8 1 17 7 11 1 29 2
Ｈ25 18 14 10 1 2 18 12 9 1 36 4
Ｈ26 14 7 13 2 18 16 5 3 32 5




























































秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合 秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合
１ 資格取得のため 21 17 38 32.8% 14 17 31 36.5% 69 34.3%
２ 教員採用試験受験のため 9 4 13 11.2% 4 6 10 11.8% 23 11.4%
３ 今はとりあえず 14 9 23 19.8% 8 5 13 15.3% 36 17.9%
４ 将来教員採用試験の受験もあり得るので 15 11 26 22.4% 9 12 21 24.7% 47 23.4%
５ 取れと言われたから 5 3 8 6.9% 1 3 4 4.7% 12 6.0%
６ 不明確 3 2 5 4.3% 2 1 3 3.5% 8 4.0%
７ 友人に誘われたから 0 2 2 1.7% 2 0 2 2.4% 4 2.0%
８ その他 0 1 1 0.9% 0 1 1 1.2% 2 1.0%
















































秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合 秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合
１ 発言・行動に責任を持ち信頼され
共に困難を克服しようとする教師
8 5 13 14.0% 2 6 8 10.0% 21 12.1%
２ 生徒の個性を生かし夢や希望を
与え背中を押せる教師
7 2 9 9.7% 4 2 6 7.5% 15 8.7%
３ 生徒が希望する進路に進めるよ
う支援できる教師
7 1 8 8.6% 2 1 3 3.8% 11 6.4%
４ 生徒に向き合い同じ目線で本音
で語り合える教師
6 1 7 7.5% 3 2 5 6.3% 12 6.9%
５ 楽しく分かり易く喜びや感動を
与えられる授業ができる教師
5 5 10 10.8% 9 6 15 18.8% 25 14.5%
６ 専門的知識や幅広い教養を持ち
どんな質問にも対応できる教師
4 6 10 10.8% 2 6 8 10.0% 18 10.4%
７ 生徒に寄り添いケジメを持ちつつ
友達のような存在になれる教師
3 2 5 5.4% 3 2 5 6.3% 10 5.8%
８ 規律ある生活が送られるよう、
正しい方向に導ける教師
3 1 4 4.3% 1 1 2 2.5% 6 3.5%
９ 親しみやすく生徒の話を聞き公
平に接することができる教師
3 1 4 4.3% 6 2 8 10.0% 12 6.9%
10 授業だけでなく生徒指導や進路
指導も親身になれる教師
2 3 5 5.4% 5 7 12 15.0% 17 9.8%
11 教育への情熱や学び続ける向上
心を持っている教師
2 2 4 4.3% 1 2 3 3.8% 7 4.0%
12 その他、無回答の合計 8 6 14 15.1% 3 2 5 6.3% 19 11.0%





















































秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合 秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合
１ 教育者としての使命感 4 6 10 5.6% 5 5 10 7.4% 20 6.4%
２ 生徒の成長・発達への深い理解 7 4 11 6.2% 2 2 4 3.0% 15 4.8%
３ 生徒に対する教育的愛情と責任感 17 12 29 16.4% 7 10 17 12.6% 46 14.7%
４ 教科等に関する専門的知識 4 1 5 2.8% 4 2 6 4.4% 11 3.5%
５ 広く豊かな教養と社会的常識 4 4 8 4.5% 3 6 9 6.7% 17 5.4%
６ 心豊かな人間性 13 8 21 11.9% 8 9 17 12.6% 38 12.2%
７ 課題解決力 6 6 12 6.8% 4 2 6 4.4% 18 5.8%
８ 人間関係力、コミュニケーション力 12 5 17 9.6% 9 9 18 13.3% 35 11.2%
９ 同僚と協調・協力して取り組む力 16 10 26 14.7% 9 14 23 17.0% 49 15.7%
10 実践的指導力 1 1 2 1.1% 0 0 0 0.0% 2 0.6%
11 学び続ける向上心 20 11 31 17.5% 10 13 23 17.0% 54 17.3%
12 その他 2 3 5 2.8% 1 1 2 1.5% 7 2.2%





















































秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合 秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合
１ 教育者としての使命感 24 12 36 10.3% 6 8 14 7.6% 50 9.4%
２ 生徒の成長・発達への深い理解 19 10 29 8.3% 8 12 20 10.8% 49 9.2%
３ 生徒に対する教育的愛情と責任感 14 9 23 6.6% 4 3 7 3.8% 30 5.6%
４ 教科等に関する専門的知識 31 24 55 15.8% 12 21 33 17.8% 88 16.5%
５ 広く豊かな教養と社会的常識 19 10 29 8.3% 5 12 17 9.2% 46 8.6%
６ 心豊かな人間性 9 11 20 5.7% 2 7 9 4.9% 29 5.4%
７ 課題解決力 13 10 23 6.6% 5 12 17 9.2% 40 7.5%
８ 人間関係力、コミュニケーション力 25 20 45 12.9% 7 11 18 9.7% 63 11.8%
９ 同僚と協調・協力して取り組む力 13 10 23 6.6% 6 5 11 5.9% 34 6.4%
10 実践的指導力 27 20 47 13.5% 11 21 32 17.3% 79 14.8%
11 学び続ける向上心 7 10 17 4.9% 3 4 7 3.8% 24 4.5%
12 その他 1 0 1 0.3% 0 0 0 0.0% 1 0.2%























































秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合 秋田Ｃ 本荘Ｃ 合計 割合
１ 多くの人と交流し、気配り等を学
びコミュニケーション力を高める
22 19 41 31.8% 7 4 11 14.1% 52 25.1%
２ 前向きに教職科目の授業に取り
組み理解を深める
16 6 22 17.1% 5 7 12 15.4% 34 16.4%
３ 将来の授業に役立つよう人前で
堂々と話せるよう訓練する
10 5 15 11.6% 1 0 1 1.3% 16 7.7%
４ アルバイトやボランティア活動
等で社会的経験を積む
8 9 17 13.2% 3 4 7 9.0% 24 11.6%
５ 教師としての在り方や責任感を
持てるよう意識して努める
6 4 10 7.8% 2 2 4 5.1% 14 6.8%
６ 大学の授業も含め、教科等に関
する専門的知識を深める
5 11 16 12.4% 8 14 22 28.2% 38 18.4%
７ 目標とする先生の指導法をまね
るなどして授業力をつける
1 1 2 1.6% 3 2 5 6.4% 7 3.4%
８ 実践的指導力を身に付けるため
意識的に活動する
1 1 2 1.6% 5 5 10 12.8% 12 5.8%
９ その他 1 3 4 3.1% 3 3 6 7.7% 10 4.8%




















































評価項目 ＼ 評価段階 ０－１ １－２ ２－３ ３－４ ４－５ 小計 合計
Ⅰ 学校教育についての理解
0 0 11 5 1 17 30
0 0 8 4 1 13
Ⅱ 子どもについての理解
0 0 11 5 1 17 30
0 1 7 5 0 13
Ⅲ 他者との協力
0 0 0 13 4 17 30
0 0 1 9 3 13
Ⅳ コミュニケーション
0 0 6 10 1 17 30
0 0 5 6 2 13
Ⅴ 教科・教育課程に関する基礎知識・技能
0 0 10 5 2 17 30
0 1 8 4 0 13
Ⅵ 教育実践
0 0 10 6 1 17 30
0 0 7 6 0 13
Ⅶ 課題探求
0 0 4 11 2 17 30
0 0 3 9 1 13
合計 0 2 91 98 19 210 210
※平成27年10月「教職実践演習」履修カルテの自己評価より作成した。
※評価項目のⅠ～Ⅶの上段は、生物資源学部の、下段はシステム科学技術学部の学生の数字である。
数や履修率が減少している。この６年間の平均
で、システム科学技術学部では29.3人、11.9％
から15.0人、7.0％に減少。生物資源科学部で
は、35.0人、22.0％から17.7人、11.8％に減少
している。
そして４年次の教育実習を経てめでたく卒業
時に教員免許状を取得できた人は、この13年間
で、システム科学技術学部で148人（年平均
11.4人）、生物資源科学部で216人（年平均16.6
人）だった。また、卒業生に占める免許取得者
率はシステム科学技術学部で5.1％、生物資源
科学部で12.7％であった。平成14年度以降大学
全体での免許状取得者数は30人前後で推移して
きたが、平成22年度以降は30人以上を維持して
きている。
この履修率や取得者率は、教員養成系学部・
学科でない他大学の学部・学科と比較して多い
のか少ないのかは今回調べていないので分から
ないが、４年間教職課程を履修し最後まで全う
してきた学生は、履修していない学生には得難
い貴重な学びや経験を積み、各自の教員の資質
として、また人間性の向上等に役立っていると
思われる。
2015（平成27）年３月に卒業した学生の声を
いくつか紹介する。「幅広い視野に立って物事
を見聞きできるようになった」、「専門分野の授
業や研究を高校の授業と関連づけて考えるよう
になった」、「人前でしっかり自分の考えを話せ
るようになった」、「人の話すことに対して傾聴
し、共感的理解ができるようになった」、「多
様な人々と接する術を身に付けることができた」、
「食生活の改善を中心に基本的生活習慣を身に
付けることができるようになった」等の声が複
数あった。こうした声から、教職課程の授業等
を通じて教員として必要な資質・能力の向上に
努めることは、何よりも人間として学生自身を
成長させることに繋がったと考えられる。今後
は、こうした教職課程の授業の意義や特質を入
学時のオリエンテーションや年度当初の教職課
程ガイダンスで担当者は学生に伝えるべきと考
える。さらに、教職課程を履修している学生に
は、教師の使命とともに、求められている教師
像、厳しさや難しさ、喜びや充実感等をそれぞ
れの授業で具体的に伝えることにより、履修離
れを防げるのではないか。また、教員の適性が
備わっているかの見極めを学生自身に早い段階
で意識させることにも役立たせることができる
のではないかと考える。
学校教員の就職状況では、開学当初から数年
はあまり教職に就く人はいなかったが、平成19
年度以降は切れ目なく就職しており、特に平成
23年度以降は２～５人が教職に就くようになっ
た。今後も、教職の道に進みたいと考える学生
は一定程度存在するものと考えられることから、
すでに実施している「教員採用試験対策セミナー」
や秋田県教育委員会が平成26年度から本学で実
施している「教員採用試験説明会」などへの参
加者を増やしながら、教員採用試験にチャレン
ジする学生を確保するとともに、授業以外でも
教職を目指す学生への支援方法を具体化するた
めの取組が必要ではないかと考える。
５ 意識調査結果のまとめと考察
表４の教員免許状の取得目的に関しては、全
体合計で〔資格取得のため〕と〔今はとりあえ
ず〕を合わせると105人、52.2％であり、〔将来
教員採用試験の受験もあり得るので〕と〔教員
採用試験の受験のため〕を合わせた70人、34.8
％を圧倒して多かった。学年進行とともに教職
課程の履修者が減る傾向にある背景には、上記
のような教職に就くことに消極的な目的意識で
履修している学生が多いことがあるように考え
られる。しかし、２・３年生になるとしっかり
した目的意識を持つ傾向が高まることから、こ
うした意識を持っている学生が本気で教職を考
えるような指導上の工夫が必要であると考える。
表５の将来目指したい教師像についての意識
調査で上位を占めた項目をまとめて表現してみ
ると、「分かり易い授業ができ、専門性に優れ、
生徒の個性を尊重しながら、考えや気持ちをしっ
かり受け止めながら、学習指導だけでなく生徒
指導や進路指導においても親身になり、責任を
持って生徒を支援できる信頼される教員」の姿
が浮かび上がってきた。これは、昭和62年～平
成24年にかけて中教審の教員養成部会から出さ
れた答申と、それらを受けて文部科学省が通達
等で示した「教師に求められる資質能力」とほ
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ぼ一致していることから、本学の学生が目指す
教師像は理想的な教師像であり、妥当な意識を
持っていると言える。
次に、表６の現時点で自信がある教員の資質
についての回答結果を全体合計の比率が高い項
目順に見ると、〔学び続ける向上心〕、〔同僚と
協調・協力して取り組む力〕、〔生徒に対する教
育的愛情と責任感〕、〔心豊かな人間性〕、〔人間
関係力、コミュニケーション力〕であった。一
方で、自信がある資質としての回答が少なかっ
た項目は、比率が低い順に〔実践的指導力〕、
〔教科等に関する専門的知識〕、〔生徒の成長・
発達への深い理解〕、〔広く豊かな教養と社会的
常識〕、〔課題解決力〕の５項目であり、これ
らは表７の現時点で自信がない教員の資質とも
関連している。
表７の自信がない資質では、高かった順に
〔教科等に関する専門的知識〕、〔実践的指導力〕、
〔人間関係力、コミュニケーション力〕、〔教育
者としての使命感〕、〔生徒の成長・発達への深
い理解〕、〔広く豊かな教養と社会的常識〕等で
あり、〔人間関係力、コミュニケーション力〕
以外は、表６の結果とほぼ一致していた。表６
の回答数が１年生で177人、２・３年生で135人、
全体合計で312人だったが、表７の回答数は、
１年生で348人、２・３年生で185人、全体合計
で実に533人であり、自信がない資質の回答数
の合計が、自信ある資質の回答数の合計の1.7
倍であった。現時点で、自信がない資質を複数
抱えている学生が相当数存在することが分かっ
た。学生が自信がないと自覚している資質は、
教員として欠かすことができない資質であるこ
とを学生はもちろんであるが、教員養成を担う
立場にある本学の授業担当教員はこれらの実態
を認識して指導する必要がある。
その弱点ともいえる資質を学生は今後どう克
服しようと考えているか、については表８で把
握できた。上位の４項目は大きく２つに分類で
きる。１つは、延べ76人、36.7％の学生が、
[学内外での人との交流や様々な経験を積み重
ねることで人間関係力や対応力を身に付けよう]
と考えていること。もう１つは、述べ72人、
34.8％の学生が、[教科の専門性や教職の専門
性について大学の授業を中心に積極的に自分の
ものにするために取り組もう]と考えているこ
とが分かった。この前向きで主体的な取組姿勢
を評価するとともに、大いに歓迎したい。
しかし、表９の４年生の履修カルテの自己評
価結果でも確認したように、１年生、２・３年
生でともに「資質で自信がない」としてあげら
れている項目は、教育実習を終えた４年生の自
己評価でも低い評価になっていることが明らか
になった。教育実習には、３月上旬の事前ガイ
ダンス等の指導に始まり、４月下旬の直前ガイ
ダンスまで期間を集中してかなり周到に準備し
て臨んだはずであったが、結果的には多くの学
生が自分の力のなさや指導力不足を実感する機
会となった。個人差もあると思われるが、学生
たち自身が自己の資質を伸ばそう、改善しよう
と取り組んでも学生自身の力ではどうしても限
界があり、獲得できない資質の分野があるよう
に思われる。そうだとすれば、それが何かを把
握した上で、彼らにとって不足している部分に
ついて教員を養成する大学として責任を持って
対応できるような環境を整える必要があるので
はないだろうか。
そもそも教員としての資質を養い、身に付け
ることは教職を目指そうとする学生自身の自覚
と自己努力によることは言うまでもないことで
あるが、これらの資質の多くは、実際に生徒と
接することによって養われたり身に付けられた
りする部分も少なくないものであることから、
教員養成のために設けられている本学の教職課
程としてもこの事実をしっかり受けとめ、質の
高い教員を養成するために今後何らかの具体策
を打ち出していかなければならないと考える。
６ おわりに
今回の実態調査や意識調査から、本学で教職
課程を履修している学生の姿がある程度見えて
きた。
一つは、教職課程を履修したのはいいが、授
業等で教職の道が意外に険しいということが徐々
に分かり、自分には無理だ、自分には教員の適
性がない、他にやることがあるなどの理由から
途中で離脱してしまう学生が多いという実態で
ある。
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二つ目は、教員採用試験を受験するという意
志をはっきり持って教職課程を履修している学
生が少ないという実態である。しかし、これに
ついては面談で取材した話を参考に考えると、
潜在的に教員採用試験を受験したいと考えてい
る学生が数字には出てこないが存在することが
分かった。
そして三つ目は、極少数ではあるが、はっき
り教員になるという意志をしっかり抱いて専門
学科と同じように教職課程に取り組んでいる学
生もいることが分かった。
現在も関東圏や関西圏では、地方に比べて教
員採用試験の採用人数が多く、倍率も低くなっ
ており合格しやすい環境にあるといえる。しか
し、地方出身者が多い本学の学生は、教員にな
るならどちらかというと地元志向が強い傾向に
ある。地方における限られた採用者数による高
倍率が彼らの前に壁となって立ちはだかってい
るようだ。その壁をぶち破るには、教員採用試
験に勝てるだけの力や資質等を身に付けなけれ
ばならない。
本学の学生たちは大半が真面目である。出席
状況や授業態度も、宿題への取組やレポートの
内容も若干の個人差はあるものの概ね優れてい
ると言っていい。しかし、どこか自信がないと
ころを持っている学生が多い。そうした彼らに
力を付けさせ、自信を持たせたいと考えるのは、
教職課程担当者だけではないと思う。
教職課程としては、現在座学の理論中心の授
業が主である。それは教員の基盤として最も大
切である。それらに加えて、教育実習の前に、
実際に学校現場と関わる機会を設けられないだ
ろうか、生徒と接する機会や学校の教員の仕事
を体験させることはできないだろうかなど実践
的な経験をさせる機会を設けることで質の向上
が図れるのではないかと今回の調査を通じて考
えたところである。
これらの結果や考察を踏まえて、来年度はよ
り具体的に、本学の教職課程の授業において、
担当教員はどのようなことを共通した認識とし
て持つ必要があるか、どのようなことを意識し
て授業を通じて学生に教員としての資質・能力、
適性を養ったらいいか、実践的指導力を身に付
けさせるにはどのような工夫をしたらいいかな
どについて先進例を調査しながら考察する。
そして、その先において、本学の教職課程運
営委員会が果たすべき役割や在り方等について
も考察したい。
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